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（昭和 22 年 5 月 18 日造 舩 協會春 季講演會 に 於 て 講演）

軍 艦 武 藏 の 遙 水 工 事

正 員 工學士 古 賀 繁
一一・’

正 員　大　宮　丈　七
輯

、

　本艦 は 昭和 13年 3月 29 日丿 三菱長崎逡脂所第 ＝珊 麌に 起工 し 昭 和 15年 11月 1 日 午前 8時 56 分 の 滿潮時に

無事進水 した 。 本艦 と同型である一番艦は 造船韶渠 で建造せ られ た爲ン 進水は 唯出渠作業に 過 ぎない けれ ども ン

本艦ほ 船臺建逶で あ る た め 本式の進水を 施行し な ければならぬ 。 前例の ない 進永重量 と，進水蘯の 爲 ，慢重 な 計

霆 の 基 に徹底的 な研究と調査 の 上 工 事 を 施行 した も の で あ る が ， 先 日進水諸調査及蜜驗 に就 て は 發表があ つ Fual

で ， 本 日は 現場 工事に就て 御報告中上げ以 て 會員諸氏の 御參考 に 供 し 度い と思 5 。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　進水に關する諸準薦

　　 固定 臺及滑走毫製作 に 就て は J 進水前 5 ケ 年牛よ り試作に 着手 し第 3 圖に 示 す如 く丿 米 松長 さ 10 米 ・13v角
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 も

　 材 を先ず小 プ ロ ツ ク に 矧合せ 其 の 後所要幅に組合わナ方法を探 弘 乾燥 に よ る 目逹い を 防 ぐた め ダポ を堀込みね ．

　　じボ ル ト で 締 付 け た。進水憂及び艦内支柱 工 事 に 豫定 され た材木は 27，200石 （内米松 90％）で 進水 2 ケ年牛前

　 か ら購入 を始め た 。　 ．　　　　　　　　　　　　　　 ・

　　進永計畫 と最 も正確 を 要す る 船臺緩端 に 於け る潮高及び 豫想氣麗に 就て は ， 測候所 30 ケ 年の 記録を調査する
・

’　 と共に 船臺附近 に 自記穣潮機及び 自記温度計 ， 自記濕度計を据付け 2 ケ 年聞實測の 上 徐討した 。 其 の 結果 は 豫想

　 と賓際は殆ん ど
一
致 し た 。

．　 進 水工 事に關する認試驗

1　 固定毫及び 滑走蠹試作

　胎籔 に 穴 明磯械 を据付 け 各材毎 に 縫 ボ ル ト 穴 を 明け お き穴明完了 の 材親 を組合わす温

臀繍羂慧臨軈 器1こ碧蠶讒鏃鰯 1詳蠶捲獵悪ξ睾葮罎
　あり， 後者を採用す る事に した 。．且叉素材市場寸法 は 13” 角とな つ て 居る が乾燥又は 狂 い 等に よ り寸法は ま ち

　ま ちで あ る か ら ， 各材幅仕上 寸法 を 17桃
”

に
一

定 し正 確な 支壓面積を得 る事辷した 。 之 に より乾燥 の た め牧

　縮 し て もEtt“flll通 りの 臺幅を保ち，又屬定臺接 手 に 對す る 目蓮い を無 くす る事 が 出來た 。

2．　鏈訣彗旨而士壓言嫐

　6 呎幅進水臺 に ，地 塗厚 み 6粍 ，上 塗1 粍 を塗抹 し，・軟石鹸 を 散布 の 上 滑走臺 を 冠 せ ，亭均荷重 脅Tl［コノ
をか

　け 42 時間放置 の 後獸脂面 を調査 した ， 本艦 で は進水作業欝聞を 21 時間と豫定 し て 居た爲長時間の 荷重 に鍛

脂 が耐え 得 る や 否 や を 搬 した も の で あ る が ， 當所特 別 註 文 獸騒旨は 充分 耐 え 得 る事 が 到明 し た 。

者
　 三 菱長 崎造 船 所造 船 設 計部 長 參事

鼎

　三 菱長 崎造船断技師
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3． 獸脂塗抹試瞼

．從來の 女薩 流 し塗抹融 で は完全 な塗抹は 望 め な V ・ の で ， 塗抹 タ ン ク 及び塗抹 ・ 一ラ ーを考案 し賓物進水臺 を

　用い て 試驗をな し ， 下記 の もの を調査 した。

　　　氣 湿 及 濕 度

　　　煮　沸　混 度

　　　塗抹始源度及び塗抹絡温度 ，

　　　塗　抹　時 ・間

　　　鑾i表面 に 對す る 附着度

　　　各 暦 の 融 着度

　　　塗抹 タ ン ク 横行及び縱行速度

　　　塗　抹　厚　み

　　　塗　　抹　　量

水中沈下臺嬲 旨の 耐水力贓 を なす爲め ・ 7種類 の 讖 嬲 旨を 本艦沈下峯据付位 置 に ・
40 日間放置 し調査 した

結果塗抹温度 ， 塗抹時，臺表面手λ等充分 な らば塗抹前臺表面に對 して 特別な細工 を 施 さ な い で も充分 な耐水

　の あ る 事が 明か と な つ た 。

9。　滑走試驗

　 　 　 　 　 　 　 　 L

實物進永臺 を使用し甼均荷重 2T ！口 と して 均一荷重及び外側片荷重數種の 場合に於け る 滑走試驗を行い ，下

記 の も の を 調査iし た ．

　　始　　動　　力

　　滑走速力及び 加速度

　　固定豪盤木 の 壓力分布

　　獸脂 の 靜及動摩擦係數

　　蹴　 脂　　面

5・ 超過重船の 試驗

15  T 積 シ ヤ ラ ソ 船進水 を利用 し， 亭均壓力 3T ／lコノ と して 滑走中に 於ける滑臺前端荷重を最大 とす る様バ ラ

ス ト を 配置 し下記 の も の を調 べ た。

　　　 固定臺盤木 の 歪計測
．

s 　 準永後に於け る獸脂画

　　滑臺後端 に於け る 面取大き さ及び 滑臺後端よ り後端縱牽柱迄 の 距離

6． 鞍板荷重試瞼

般體及び艢首部 ク レ ードル を 11　10 大 さ に製作 し ， 荷重試驗を行 い 弐の もの を 調査 し た。

　　鞍 板．強 度

　　me　
’
支 柱 強 度

　　糠 と夕欄 充孟眞コ ソ ク リ ート駐最度

　　兩舷締 付用 タ イ プ レ ー
ト強度

マ． 鞍板充壜材試瞼

鞍板充嗔材 は 進水重量の 關係上輕量の も の で 耐壓力大な る もの を 必 要 とす る 爲十數種類比較試驗 の 結果 ♪ 下記

調合の もの を採用 した 。

　　調　合　割　合
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　　　　齧 鷺 1：， 鷹 犠 松 ，倍｝
9！C

  天 鹽轟 倍，

　　　　砂 ．　　　 1． 〕　　　　　　　
」

8． 水中沈 下 臺据 付試驗

　鋼製 タ ソ ク を 有す る 沈下臺の 強度 ， 沈下具合及び般臺表面 と の 接面度 ，艦毫 7 ソ カ 冖ボ ル ト との 取合又 は 獸脂

　に及ぼ す影響等を調査す る た め 二 樣の 試驗
’
を行つ た。

　　　獸脂塗抹前据付試驗

　　　獸脂塗抹後据付試驗 （沈下後
一

ケ 月放置）

9． 砂 支 柱 試 驗

　重荷重 を 受けた船底支樹 ま取外上 困難 の 爲支桂根元 に 1◎0噸荷重試驗濟 の 砂箱を採用す る事に し ， 他船進水に

　使 用 の 上出來る丈お そ く迄殘し重荷重の 朕態で 弐 の もの を調査 した 。
・

　　　　進水作業各項 目に 於け る砂支桂高變化

　　　　砂支桂取外難易

ユ0． 進水矢形朕及び矢締め試瞼 ・

4 種類 の 進永矢 を 製作 し鞠 荷重 1．5・T ／［コ
・，2・T！［ゴ・，・

’
・3・T ！D ’，・4・Tas ’ を カ・け 90   鐵胴突鞭 肌 下 記の

　 もの を 調査 した 。

　　　進 水 矢 張 度
．

　　　矢締 に 要す る力量　
za

　　　各荷重に 於け る進水矢進行速度

　　　矢締 に 對す る裝置 ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　現 場 工 事 施 工

　本船進水 工 事 に 用い る諸材料は從來 の もの と比較 し て 例外 の 大物 で ある の み な らず ， エ 事期間も亦長 く殆ん ど

薀材 で あ る 鳫乾燥に よ る狂 い の 點 に 就て は 特に 留意 したもの で あ る 。 固定毫製作 に就て も幅 Bt− ＠，’

に 封 し仕

上げは 13’− 1f2” と し 112” の 乾燥 に 依 る 縮を見越 じて 製作し た 。 又固定毫盤木据 付に 於て も乾燥に よ る隙 の

手直 し を豫想 し，上段及び 二 段 目盤木は 1
’− Ottに 對 し 114” 勾配 に 創 り，手直 し締込量 を見込み長 く準備 し た 。

水中固定臺製作組合わせ に際して も干潮時に於ける獸脂塗抹を考慮 し・各材の 矧目に は槇肌を挿入 し て 水密 に な

るEXS9立 を 施工 した 。 固定臺据付に 就て e：臺自eeの 狂い を 防止 す る と共 に 磁 置 に据付け る 爲 め 凅 定臺下 面 こ

鋼條材 を取付け船臺 ア ソ カ ーボ ル トに依 り締付け た 。 第 4 圖參照 。

　固定臺盤木上面 は 曲線に 合わせ て 定全 に 削仕上 げ足場板 を利用し た 辷臺 2基 を縱め方面に盤木上面 に 假設 し，

固薩 （睡 1鋤 を鵜 機に よ り引込 ん だ ． 灌 盤木取外 し黼 に 隴 し 固定臺弓；込は 中央 よ り縮 醗 首部

」

よ り引込み ， 中央よ り船尾は 般尾よ り引込んだ 。 固定臺据付臉査 は 永準 タ ソ ク を 採用 した が結果 は 良好だ つ た ．

　陸上固定臺の 獸脂塗抹 に 2 日間を要 し ，軟石鹸散布 の 上滑臺冠せ方に ユ 日 を計 3 日間を費 した 。 獸脂塗抹に就

モは 第 ・o 囲 に 示 す塗抹 タ ソ ク （固齷 用）， 塗抹 ・
一

ラ
ー （瀧 臺用 ♪ を鯛 し た 驪 抹作業が圓滑雌 捗す

るの み な らず ， 塗抹厚み も
一樣に 仕上 が り結墨と して は 成功だつ た 。

　　 獸脂使用總重量 （陸 上 固定臺 ， 水際戞，沈下臺） ．

　　　 獸　　　　　月旨　　．　 17，972kg

　　　 榮　　種　　i由　　　　　？・14　kg

　　　 軟　　石　　鹸 　　　　　　2，
652kg

　　 陸 上 固定臺一4 方択當使用量

　　　 獸 　 　脂 　 　   ，
73  

　　　、　茱　　種　　油　　　　　0・
31kg

　　　 軟　　，石　　鹸　　　　　　∈｝，15kg
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水中沈下戞 は 麕板 の 無い 鋼襲 タ ・ソ ク 上 に 取付け ・ 壓搾筌氣の 注排 に 依 り淨洗す る構造 に した 。 タ ソ ク に は 區轂

を設け排氣の 加減に依 り沈下臺自體の 傾瓢 を變え得る樣配管を 施行 した 。

進 水 臺 構 造

　第 2圖に 示す如く二 基進水臺 を 使用 し固定臺 中心 距 離は 船體幅 の 1禽 7 で 滑 走臺全 長 を船體垂 直線距 離 の 87％

と した。固定臺全長 を陸上固定臺， 永際臺 ， 永中沈下毫 と三 置分 し水際臺 は 干潮時 を利用して 据付け ， 沈下臺は

陸上 で組立 て ，壓搾筌氣注排裝置を有す る 鋼製 タ ソ ク に依 り沈下据付を行つ た 。 船首部 ク レ ードル ー番滑 走毫の

分 は 鋼板鞍板 を 用 い ・ 二 番滑 走毫 の 1！2 を 山形鞍板を使用 して 各鞍板に 棚板を設げ 、 棚板は 米松 18” 角縱支柱に

依 り支えられた。 各縱支柱 は米松 リバ ソ ドに依 りね じボル トで 固着され ， 鞍板上下 の 幕板を鋼板斜材で取付け斜

祕 と縱支柱 をね じボ ル トで 締付け ， ク レ
ードル 全體を

一
個 の プ ロ ツ ク に 形造 br 滑臺前端 に か か る 最大壓力 に 耐

え る謙固 め 爾舷張出を防止す る爲必要量 の タ イプ レ ートを使用 し た 。 英國室母進水に於て 船首部滑 走臺 を殘 して

　 　 　 L

遘水 し た側 もあ筍の で ， 本艦鞍板も船體に假付された タ イ プ レ
ー

ト と充分固結 した 。 艢尾 ク レ ードル に は 鏤骨 ガ

尸ダーを用い 進水後取外し作業に便な事及び滑走中に 於け
’
る水抵抗を減少す る こ とに役立 た せ た D

　獸脂 の 摩 擦係數  ．018 と し船饐始動力 780T の 滑 止 裝置 と して 170　T 水壓機を有す る ト リガ ー
（力量 600　T ）

4個を 並列 の 上滑臺總長中央部に裝備 し， 其 の 外補助豫備裝置 と して 砂箱を利用し た ト リガ 冖（力量 100T ）4偶

を 68’− 0” 離 して 並列 に裝置し た 。 第 5 圓參照。

　船睦押出用 と し て 力量 243T 水壓機片舷 2個宛計 4個固定 臺前端 に 配置 し た 。

制　動 　裝　置

・第 6圓參照　制勵 鎖總重量は 船體進水總重暈の 0・ 16 と し各舷に 26  T の 錻 を 6 ケ 所 に 分劑 し ， 第一
制動鑽

よ り順次船首IC向け て 重量を大 に した 。 第四 五 六 制動鑽は 作動始 に 於 て 鋼 索 の 破斷 ナる 恐 る べ き誰課 を迸 け る た

め ， 制動鑽据付形態を變え牛轉で 作動始め る 様配置し た 。

船臺後端よ り對岸迄は約 700 米ある が船體停止 は 2／5、の 箇所 に 計畫され ， 出港繋留等も考慮 し 艦尾 引廻 し裝置

を 施 した。且 又 豫備裝置と して 防材裝置を 施 し た が ， 俸止 は 殆 ん ど計疂通 りに 實現 し た爲是等 は 使用 し な か つ 1

た 。

進水後に於ける滑臺取外 し作業

　第 8圜疹照　從來進 水後に於ける滑走臺 は ・｛ラ ス トを用い て 取外す の が逋例で あつ なが，本暖 で は 海底澳度の

都合 も有 り港内 で 取外す事は 不 可 能 と な り，港外 に 曳 般の 上 取 外 す 事 に す れ ば 機密 保持其 の 他 − 事 に 支 障を來 す

の で新計畫に依 り繋岸の 朕態で取外す事に し1た 。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
圃

　滑走臺 は 片舷 20 蘯 ・兩舷 で 40 麌 あ り船首 よ り數 え第 20 番臺迄 と し た 。 引拔要領は 家の 二 つ に分け た。

　　船首第 1， 第2， 第 3 番臺及び船尾第 18， 第 19・第 20 番臺ほ繋留位置を變 え鎖塊を取付落下 した 。

　　第 4番臺よ り第 17番臺 ま で の も の 兩舷 で 28臺は 引拔 ガ
ーダーを用い て 取外 した 。 引拔ガ ー一　Pt一使用は 新 し

　　い 試み で あ つ た が作業は順調に進捗す る 事が出來 た 。

　　本艦進水に準備し た 主 な材料弐 の 如し 。

逡永臺用米松杉

艦内支桂用米松材

縫 ボ ル ト其他

鎹

砂　　　袋

砂　　　箱

特 型 盤 木

水壓 ト リ ガ ー （力量 600T ）

24・300 石

　2，900 石

9060 ［｝　kg

l80
，
　000 本

　　150個

　　106個

　　 96 個

　　　4 個

砂箱 ト リガ ー （力量 10  rめ

押出永壓機 （力量 243T ）

120　kg 胴究

90kg 胴究

制　動 銀

制動索 （延呎）

　　4 個

　　4 個

　 10 個

　 12 個

　 570　T

4
，
2eo 呎

（終 り）
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罸 ． 論

O 常松　四 耶君　前 囘 並 び に 今 囘 と 引績 き 軍艦武藏の 進 水 に 就 で 却話 を伺 う事 を得 ま し た事を魯員 と 共 に 御禮 融

　上 げ ま す 。 進 水 重 量 と して 秩 父 丸 を 下 し た 時 は 9，700ton で 當 時 そ の 前 例 な く細心 の 注 意 を拂つ て 進水を完

　了 し た 事 を詑慮 し て 居 Y ま す が ， 武 藏 は 36，
0000 噸 窮屈 な 造 船 崟 か ら 荻 い 海 面 の 上 に 然も機密 を要 す る 等 の

　貼に 於 て ， そ の 御苦 心 た るや 筆舌 に つ くし難 い も の ボ あ つ た 事 と 御推察致 し ま す 。 そ の 御 苦 心 が 報 い られ て i美・

　事 に 進 水 を了 せ ら tuた ptk つ い て 私 共満腔 の 敬意を拂 う もの で あ り ま す 。
こ の 進 水 の 記録 は 趣 秘 で あ り ま し ；

の が 公 開 さ t・．feの で す が 會灘 の せ る カ・否 か は 後で 考 え らtvる と して 目礁 め て お 黶 す・特殊 研 究 集録 の 一・

　記 録 と し て 永 久 に 當協 會 に 保存 さ れ る事 で あ り ま し よ う 。 皆漾 と 共 に 拍手 を以 て 著 者 に 憩謝 の 意 を 表 わ し た い ．

　 と思 い ま す o

職艦武藏の 進水韆董携造1こつ し、て

正 　員　　濱 田

　 職 艦 武 藏 の 進永 崟構造 の 設計擔當 者 と し て ，簡單呻 述べ た い 。 筆春 は こ の 論 文 中の 二 …E の 數宇 に つ い て 照fa

　 受 け も し た し，是 非 禺 席 し た く考 え て い た が 折 惡 し く近 畿 地 践 の 造船賠償施 設 の 評 價 に 出 か け た の で ， 殘念 な・

　 ら講演魯に 出席出來 な か つ た 。

　 今 ， こ の 論 文 り 原 稿
・
を拜見 し著者 等 の 御 努 力 に 翆し て 深 甚 の 敬 意 と 感 謝 を捧 げ る 。

　 著者等 は 申す まで もな く 職 藏の 進 水 臺 の 現 場 工 事 と 遘永作業 の 擔當者 で あ る が ・ 武 藏 の 進・k後・混亂 の 敬年

を經て か ら而 も主要 な 圖 面 と 賓料 と を失 つ た 今 日 に 於 て ， 或 る も の は 記 億 に 頼 り つ S こ れ だ け纒 め られ た こ と に 二

發 「ごは 御苦 1ひの 多力」つ た こ と で あ ろ う と．患 う o

　 筆者 は 昭和 趁 年武 藏の 進水計鬢 を開始 し た 最初の 頃 丿 巳 に 現 揚 で 考 え ら劃 て い た 進水 姦構造薗 の 提 出 を求 to，

1150 の 縮 尺 で 鉛 筆 を用 い て 油 紙 i’：描 か わ た ， 前中後部 の 3 つ の 切斷 圏 を 受 取 つ た 。 當時 ・ 線圖 は 勿論 な ガ・つ た

の で ， 船 體斷面 の 形歌 を 假想 し て あ る 現場の 概略の 構想 を偲 え る拯 く簡單 な 躅 面 で あ つ た 。
こ の 3 っ の 切 斷 面 に．

』
示 され た 進 水 薹組 立 に 對 す る 基礎的 な 思 想 は ； 土 佐や 巡洋艦 に 探 ら れ て い た 形 で 丿唯 こ れ を大 き （し た 長崎 の 傅

統形で あ る と 認 め られ た 。
ボ え

ッ ト は 前 後 部 共 鋼索で ラ ヅ シ ン グ し て あ b ，後部切 斷で は 立 木 の 下 部 に
一本 の 鋤

製 ビ ーム を左 右 爾 舷 の 滑薹 上 に 渡 し て あ つ た 。 　　　　　　
「
　　　　　　　 ．　　　　　

・

　 筆者 は そ の 後進水 計 叢 を 進 展 させ る に つ れ て ，實際 の キ
ー

ル の 高 さ と線圖 と に よ る 進水薹 の 設 計 を進 め 、14年

6 月 に 拷造 圜 を作 y 上げた 。 更 に 各部 の 詳 レい 張力計算 を行 つ て 詳細 な 最後 の 設 計 を完嘆し た ’ こ の こ と は 2ユ年

11月 に 筆者 の 提 ｝葺し た 論文 に 記 載 し て あ る 通 り で あ る。

　 滑臺片 と 固 定 薹片 自體 の 構造 は ， こ の 論文 の 著者等 が 永年 の 紐驗 を活 か して 研 究 の 結果 完成 し た も の で ，誠 に

立 汲 な もの が 得・ら劃 た 。 　　　　　　　　　　　　 ．　　　　
’

　 進水臺構造 を設計す る に 當 つ て ， 筆者は 從 來 の 形 式 の 撹倣で は 確 信 が 得 られ な い こ と を感 じ， 傳統 に 捉 わ れ な
・

い 自 由 な 立 場 に 立 つ た，自分 の 納得 の 行 く最善の もの を作 り上げ ね ば な らね と覺悟 し た o 内外各種 の 資料を集 め

先 例 に 訓 え られ，且 又 現 場 の 批 剣 を求 め た 。 武藏 に 匹 敵 す る 船 と し て ク ヰ
ー

ン メ リ ーの 進 水 臺 は 大 い に 參 考 に な
．

つ た。薪 し い 構 想 の 盛 ら れ た 武 藏の 進 水 臺 に つ 叫 て は ， 誰 も勿論始 め て の 事 で あつ た が，研 究 と實驗 と に 助 け ら

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 1

わ つ N ， 大體筆者 の 計畫通 り に 遐ん だ 。

　 こ の 武 藏 め 進水 ii匿構 造 に つ い て 、 筆者 は そ の 當事者 と し て，設 計 の 詳 細 を纏 め た い 意 画 を有 し て ）
・た・の で あ る

が ， 當時は 櫨會 は 訪れず ， 又 今 日 に 於 て は 已 に 主要費料を嶢 失 して し ま つ て い て 禺 來難 くな つ て い る 。 こ の 時 に

賞 つ て 本 論 文 の 發 表 を 見 た事 は 誠 に 喜 ば し い こ と と 考 え る。唯 こ の 論文 の 著 者 等 も 主 要 な 資料 の 或 る も の は 失 つ

て い る こ と と 思 われ る 。 そ の 哉無理 か ら ぬ 事 で は あ る が ♪ こ の 論文 中 に も多少眞實で な 叱
・
部分 が あ る 樣 に 思 え

る。例 え ば，進 水 崟 構 造 圖 は 焼 夫 し た の で あ る が 7 こ の 論 文 に 示 さ れ た 第 2圏 の 進 水 臺構造照 に 於 て は ， 特 に 前

SS　＊
’
ペ

ッ ト の 様 子 は實際 の も の と は 大分 異 つ て い

凄
る。 薹 の 最前端 で あ る F24 の 斷 面 は ， 下部で 瑚 繍 首 が 相 對

・

的 に もつ と 膨 れ て 居 り，鞍 楓 棚 板 ， 立 木 の 縫 ボ ル ト ，象 イ プ レ
ー ト ，外餌監 つ け た 上 部 及 下 部 の 鋼 製 リ バ ン ド

’

の 構造 も ， こ の 圓 で は 箕際 は 覗 え な い 。 こ の 部の 構造 の 決 定 は 線 鬮 に 大 き く支 配 さ れ る の で あ る が實こ の 國 は 武 二
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1藏 の 線薗 を基礎 に し て は い な い 樣 で あ る 。

側 面 の 形 xaは ， もつ と 首部で 上 方 に 曲線 を描 い た 形 で ，リ バ ン ド も x 形 を 4 つ 並 べ た 單徽 も の で は な く・ 筆

者 の 論文 に 示 し た 如 き形 の もの で ， 圏 の 如 きny行 し た 木 の リ バ ン ドは 使用 し な か つ 71z・ 尤 も研 究 か た が た現揚 に

豫備知識 を得 て 貰 うた め ，
一年前 に 遘永 し た 八 幡丸 の 豪 に X 形 を 2 つ 並 べ た構 造 を探 用 し た こ と は あ る 。

　筆者 は 進 水 薹構 造 中最 も 重 要 な との 部分 で は 苦心 し ，構 成 上 の 強力 と 共 に 外形 の 美 に つ い て も意 を注 い だ。實
「

物 も圖 面 も ， 壓例 的 な 力強 さ と 壯觀 を 呈 し て い た 。

　後部切斷で m の つ くPtは 湖 製 ガ ーダ ーの 註が こ の 斷面 で は 3本 現 わ る ぺ き こ と ・ 立 木 は こ の 柱 の 上 に 2 本

宛 ， 合 計 6 本 立 っ て い た こ と で あ る。圖 の 内 外 側 か ら 3本 目 の 揚所 に は 縫 ボ ル トの 通 る 所に の み 木片 を挿 ん だ
。

立 木 の 重量 と，水 に 對 す る批抗 を減少 す る た め で ， 斷面 に於け る構造物の 投影 弼 積 を拯 力 小 さ くす る 樣 tc し た 。

．進水 初期 に 於 て ，龕に 充分 な 速 力 と浮 プコと を與 え る こ と は 重 要 で 調 製 ガ
ーダ ーを使 用 し た こ とは 主 と し て こ n

を 目的 と し て い る 。 又 ド 外側 の 木材 リ バ ン ド で 」中段 の 方 は 斜材 と して あ つ た o

獣1旨の 總使 用 量 は 當駒 瀦 に 坤 ば 手3・澀 kg 鉦 し く・ 上 塗 の 混合 比 は
・

獣目旨 ：rsre油 ＝1 ：2 が 賺 に

・正 し u・。 從 つ て 菓騨 唖 瞹 は ・ ・ の 論文 の 臓 り・ ，も
つ と 減 ら ね ば な ら 「・ ・v・

・ （推 定 値 0・13kg 旧
’，筆 者論

丈第 52 裹參照）

　 第 7 圃 の 其 の 1 及 2 共 ， 記録 が 殘 つ て い た こ と は 幸 で ・筆者の 論 交 に も擧 げ て あ る 。又 ・

1
第 8 圓 に 示 さ れ た 遒

水 臺 の 引 拔 装 置 も ， ガ ーダ ーの 詳細 圏 は 燒 失 し た が 冫 引抜要領 は 殘 つ た 。
こ の 方 法 は 劃 期的 な一寸 例 の な い も の

で ；筆者等は 今で も良 い も の が 出來 た と 思 つ て い る 。

　 以 上 、無 遠 慮 で あ つ た か も 知 れ ぬ が ， 少 し で も職艦 武 藏 の 進 水 臺 の 實 際 に つ い て 知 つ て 戴 きた い と 思 い ， 率 直

・
な 見解 を述 べ た 。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （昭和 23 年 1 月 26．日）

・（鳧 噌   幽 ＿ 」
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